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４月２３日（木）に６年生を対象として行われた令和８年度全国学力・学習状況調査の結果が

公表されました。この調査は順位を競うための調査ではなく、子どもたちの学力や学習状況を確
認し、学校の教育活動をよりよくするために行われるものです。結果を分析することで子どもた
ちのよさを伸ばすとともに、課題の改善に向けた取組を進めていきます。

☆話し合いや発表の内容を理
解したり、文章の構成や特
徴を捉えたりする問題で、
全国平均と同程度、または
それを上回る結果が見られ
ました。

☆特に、漢字を正しく使う問
題や、文章の特徴を読み取
る問題では高い正答率とな
り、これまでの学習の積み
重ねが成果として表れてい
ました。
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【成 果】
★自分の考えを文章で表現する問

題や、資料や情報を引用しながら
記述する問題では、全国平均を下
回る結果となりました。

★情報と情報との関係を捉えたり、
文章を読んで自分の考えをまとめ
たりする力にも課題が見られまし
た。

★特に記述式問題の正答率は全国平
均を大きく下回っています。

★図形や割合の問題、文章から必
要な情報を整理して考える問
題、求め方や理由を説明する記
述式の問題では、全国平均を下
回る傾向が見られました。

★特に、図形の性質を活用して課
題を解決したり、自分の考えを
筋道立てて説明したりする力に
課題が見られます。

◎授業では、文章を読んで考え
たことを自分の言葉で表現す
る活動や、理由や根拠を示し
ながら書く活動を充実させて
いきます。

◎資料や文章から必要な情報を
取り出し、それを活用して考
えをまとめる学習を継続的に
行い、読む力と書く力の向上
を図っていきます。

【課 題】 【今後に向けて】

☆小数や分数の基本的な理解、数
直線を用いた問題、資料やグラ
フを読み取る問題などで、全国
平均と同程度、または上回る結
果が見られました。

☆数の仕組みを理解して答える問
題では高い正答率となり、基礎
的な知識や技能が身に付いてい
ることが分かりました。

【成 果】
◎図や表、式を関連付けながら考

える学習を大切にするととも
に、考え方や解決の過程を言葉
や数式を使って説明する活動を
積極的に取り入れていきます。

◎日常生活と関連付けた問題解
決学習を充実させ、学んだ知識
を活用する力の育成に努めま
す。

【課 題】 【今後に向けて】

・平均正答率は55.0%で、北海道・全国平均より５%ほど低い結果となりました。
・北海道や全国の傾向よりも児童間のばらつきが大きい結果となりました。

・平均正答率は52.0%で、北海道（54%）・全国（56.4%）より若干低い結果と
なりました。

・算数が得意な児童と苦手な児童が分かれる結果でした。



今回の結果から、本校の子どもたちは友達と
の関係を大切にし、協力しながら学ぶ力が育って
いることがわかりました。その一方で、読書週
間や家庭学習習慣の定着、学習への興味・関心
の向上には改善の余地がありました。学校と家
庭が連携しながら、子どもたち一人一人の成長
を支えていきたいと考えております。

今後ともご理解とご協力をお願いいたします。

このたび、ボランティアアポイ様より本校に雑巾
５０枚をご寄贈いただきました。いただいた雑巾
は、子どもたちの日常の清掃活動をはじめ、校内
の環境整備に有効に活用させていただきます。子ど
もたちが気持ちよく学校生活を送ることができる
のも、こうした地域の皆様の温かいご支援のおか
げです。

心より感謝申し上げます。誠にありがとうござい
ました。

学力・学習状況調査は国語や算数の学力調査に加えて、「児童生徒質問紙」を実施していま
す。これは子どもたちの学習習慣や生活習慣、学校での過ごし方などについて尋ねるアンケート
です。テストの点数だけでは見えにくい子どもたちの実態を把握し、よりよい教育活動につなげ
ることを目的としています。

学校では、質問紙の結果を分析し、「家庭学習の充実」「読書習慣の定着」「自己肯定感の向
上」など、子どもたちの成長を支える取組の改善に活用していきます。

１日（木）前期終業式 ４時間授業
２日（金）秋季休業（〜５日）
６日（火）後期始業式

１２日（月・祝）スポーツの日
１３日（火）学習発表会特別日課（〜２４日）
１４日（水）二計測・視力検査（１〜３年）

様中登校⑨
１５日（木）二計測・視力検査（４〜６年）
１９日（月）フッ化物洗口
２２日（木）学習発表会総練習

年長児様小登校（総練習見学）
２４日（土）学習発表会
２６日（月）振替休業
２８日（水）開校記念日
２９日（木）英検ESG（６年）
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雑巾を寄贈していただきました

【今後に向けて】

友達を大切にし、認め合う学級づくり
☆「友達関係に満足している」「人と違う意見を言っても

否定されない」と答えた児童の割合が全国平均を上回
りました。

☆話し合い活動を通して自分の考えを深めたり、新しい考
え方に気づいたりできている児童も多く、安心して学べ
る学級づくりが進んでいることが分かりました。

思いやりや協力する気持ち
☆「困っている人を進んで助ける」「いじめはどんな理由

があってもいけない」と考える児童が多く、相手を思い
やり、互いを大切にする心が育っていることがうかがえ
ます。

ICTを活用する力
☆タブレットやパソコンを使った学習に慣れており、「文

章作成ができる」「プレゼンテーション資料を作るこ
とができる」と答えた児童の割合も高い結果となりま
した。日頃からICTを活用した学習が成果として表れて
います。

読書週間の定着
★「普段ほとんど読書をしない」と答えた児

童の割合が全国平均より高く、学校図書館
や地域の図書館を利用する機会も少ない傾
向が見られました。読書を通して語彙力や
読解力、豊かな想像力を育むことが今後の
課題です。

家庭学習の充実
★「平日・休日ともに家庭での学習時間が全

国平均より短い傾向が見られました。学習
習慣の定着や自主学習への意欲の向上が求
められています。

学びを生活に活かす意識
★国語や算数について「将来役に立つ」「生

活の中で生かせる」と感じている児童の割
合が全国平均より低い結果となりました。
学習内容と実生活とのつながりを実感でき
るような学習が必要です。 

【子ども達のよさが表れた点】 【今後さらに伸ばしていきたい点】

児童生徒質問紙より


